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2018.11.26 好子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
うたう会に参加して良かった。 

また次回も参加したい。 

みんなと出会えてよかった。 

みんなと歌えて気持ちよかった。 

そんなことを感じていただけると、私としてとても嬉しいです。 

だから、やはり、うたう会の主役は参加者の皆さん一人一人かなと感じます。 

そのために、少しだけうたう会の前には準備をします。その準備することも意外と楽しいですね。 

 

 

 

 

・ 高齢社会といわれていますので、歌集は出来るだけ、大きな文字の方が判りやすいかなと思ってい

ます。 

・ 歌集も、曲が探しやすいようにページを解りやすくしておくと便利です。めくりやすい紙で。 

・ 間違いや誤字脱字などがある場合は、訂正しましょう。 

でも私は、間違いはそのままにして、突っ込みのネタに利用しています。 

・ プロジェクターを使って映す方法もありますが、事前に操作に慣れておくことが必要ですね。 

慣れた人に頼んでおくこともいいかもしれませんね。 

・ 参加者全員に渡るように準備しましょう。 

・ 楽譜がない場合は、歌詞をコールすることが必要になります。 

 

 

 

 

 とても大切な役割を果たしています。伴奏者がいないとうたう会が成り立たないと思います。 

①はじめに 
 

②歌集について 
 

③伴奏者について 
 

♫うた好子の 私のうたう会 メモ 

 

皆さんこんにちは、大きな声で楽しく歌ってますでしょうか。声を出すことはステキですよね。 

皆で一緒に歌えることもとても幸せなことだと思います。 

私の「うたう会」で経験したこと、感じていることを少しメモしてみますので参考に出来るところ

があったら嬉しいです。といっても、失敗したことのほうが多いですので、失敗の教訓のようなこと

かになるかもしれません。このメモは愛知のうたごえ協議会の創造委員会という変な名前のところか

ら頼まれて、ムリヤリ作ったものですので、皆さんの経験もメモとして加えていっていただけるとあ

りがたいです。 

 

◆ こんな場面で私は行うことが多いです。 

月 1回のうたう会   

時間は２時間半ほど 

参加者はだいたい５０人くらい 

会場は文化センターなど公的なところが多いです。 

◆ 私が準備していること、気にしていることの項目です 
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・ 開始より前に来て、顔を合わせておくことが大切です。 

・ 音響設備のセッティングには時間がかかりますので、それを見越して準備しましょう。 

・ 複数の伴奏（ギターとピアノ）の場合は、必ずチューニングをしておくようにしましょう。 

・ 曲のテンポは曲の雰囲気と参加者の雰囲気をみて判断しうたいやすいテンポにしましょう。 

・ 伴奏の音量が大きすぎで、うたの邪魔をしないようにしましょう。あくまでも気持ちよくうたうた

めの伴奏です。 

・ 伴奏者の独りよがりの音楽にならないようにしましょう。うたを盛り上げるための伴奏に徹しまし

ょう。 

・ うたう曲のキーも伴奏者どうしで確認をしておくようにしましょう。 

キーが合わないととても欲求不満になりますので。 

特に、「川の流れのように」など音域の広い曲は参加メンバーを見てキーを決めておくことが

必要です。 

・ 運営にかかわることですが、歌う会の進行で、次に歌う曲は、伴奏者に早く伝えるようにしましょ

う。楽譜の準備などがありますので。 

・ 伴奏者が複数の場合は、伴奏者同士で、目配せできるような位置関係がいいと思います。 

 

 

 

 

・ 司会者は、テンション高めで。明るく元気のいい声ではじめましょう。 

・ どんな雰囲気ではじめるか、イメージをしておくといいと思います。 

イメージどおり行かないこともありますので、臨機応変に対応できるようにしましょう。 

・ 話題は、出来る限り参加者全体に関係するものにしたほうがいいと思います。 

・ 前回のうたう会で、皆で共有できるネタがあれば使うこともいいと思います。 

・ 曲と曲との間に一言添える。 

・ 私の準備するネタは 

新聞やテレビ、ネットなどで話題になっているニュース 

有名なテレビ番組・・・・朝ドラ、のど自慢、視聴率の高い番組 

曲にまつわるエピソード 

参加者へのインタビュー 

・ 全員が楽しく歌えているようなら、ネタの披露は余必要ないと思います。 

・ 今から、どの曲を歌うのかを明確に、全員に伝えましょう。 

まずは伴奏者とリード・コール係、に伝えること。 

・ うたい終わったら、みんなで拍手をするといいかもしれません 

楽しかった意思表示、伴奏者への感謝 

時間の関係が有るので注意が必要です。 

・ 伴奏者の紹介は忘れないように。 

・ ゲストなどがある場合は紹介を忘れないように。名前などは正確に紹介しましょう。 

 

 

 

 

・ 伴奏（前奏）から自然に曲（歌）に入ることが出来るように、軽く合図をしながら一緒に歌いだし

ましよう。 

・ 楽譜の無い曲を歌うときは、歌詞をコールしてあげましょう。とても難しい作業ですが。 

うたい始めるまでに、歌詞をコールすることが必要です。 

曲のテンポ、歌詞の密集度などを考えてコールしましょう。 

失敗しながら上達しかないと思います。場数を踏みましょう。 

・ コールするときの歌詞を間違えないように、正確に行いましょう。手元に歌詞カードを持って。 

・ リーダーが歌い過ぎてしまわないようにしましょう。主役はあくまでもお客さんです。 

お客様が余知らない曲はきちんとリードで歌い。よく知られている曲はお客様に任せるのがい

いかも。 

 

④司会者 
 

⑤歌のリード、コール係 
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・ 出来るだけ参加者同志の顔がみえる配置にしましょう。 

先生と生徒というような並びは避けたほうがいいのではないでしょうか。 

・ 司会者、伴奏者、リード・コール係も全体が見渡せる配置にしましょう。  

 

 
 

 

 

 
 

 

・ 新しい曲を覚えるとき、曲の難易度にもよりますが、丁寧に繰り返して覚えてもらいましょう。 

・ 気分の悪そうな方がいたらさりげなく対処しましょう。 

・ トイレなどの案内は事前にしておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①伴奏者が遅刻して、アカペラで歌い始めたのですが、キーがばらばらで、大変なことになりました。 

  楽器がある程度弾ける人が必要ですね。 

②楽譜のある曲をリクエストはされたのですが、伴奏者も参加者も、その曲を殆ど知らず、中途半端

になってしまったことがあります。準備した楽譜・曲はきちんと伴奏できるように、準備しても

らいましょう。 

③司会用のネタを集めて原稿を準備したのですが、原稿が長すぎで、ブーイングを受けたこともあり

ました。適度な長さで切り上げることも大切です。 

 

 

 

 

①ギターなどの場合、弦が切れるというトラブルも起こりますので、対処できるようにしておきまし

ょう。 

②キーボードなど充電が切れる場合もありますので、充電の確認と、コンセントの確認、延長コード

の確認などしておきましょう。 

③色々な伴奏楽器がありますが、飛び入り伴奏される場合は、キーをきちんと合わせることが大切で

す。 

④ギターが ２本あるときは必ずチューニングしておきましょう。 

⑤キーボード等で電源を使う場合、延長コードなどがお客さんの足に引っかからないようにしましょ

う。 

⑥室内の場合、温度管理も忘れないように。 

⑦リクエストなどを受ける場合は、参加者に平等になるように工夫しましょう。 

   奇数月生まれ、偶数月生まれなど 

 

私の失敗例 

ちょっと注意 

⑧その他 
 

⑦会費 

⑥座席 
 


